
開催実施要項 

 

１ 大 会 名  令和３年度福岡県高等学校総合体育大会卓球選手権大会 

兼 第９０回全国高等学校総合体育大会県予選 

兼 第７４回全九州高等学校体育大会県予選 

２ 主  催  福岡県高等学校体育連盟、福岡県教育委員会 

３ 後  援  福岡県卓球協会、北九州市教育委員会、中間市教育委員会、 

久留米市教育委員会、（公財）福岡県スポーツ協会、西日本新聞社 

４ 主  管  福岡県高等学校体育連盟卓球専門部 

５ 期  日 （１）開 館  令和 ３年５月２２日（土）        ８：３０ 

令和 ３年５月２９日（土）～３０日（日） ８：３０              

（２）監督会議 令和 ３年５月２２日（土）        ９：００ 

               令和 ３年５月２９日（土）        ９：００ 

（３）開会式  今年度は開催しない 

（４）競 技  令和 ３年５月２２日（土） 

令和 ３年５月２９日（土）～３０日（日） 

（５）閉会式  今年度は開催しない 

６ 会  場  中間市体育文化センター（5 月 22 日（土）） 

        郵便番号 809-0034  所在地 中間市大字中間 5830-1 

        ＴＥＬ ０９３－２４６－２８００ 

久留米アリーナ（5 月 29 日（土）~30 日（日）） 

        郵便番号 830-0003  所在地 久留米市東櫛原町 170-1 

        ＴＥＬ ０９４２－３９－７３７１  

７ 競技種目 （１）男子学校対抗 （２）女子学校対抗 

       （３）男子ダブルス （４）女子ダブルス 

       （５）男子シングルス（６）女子シングルス 

８ 競技日程  第１日目 ５月２２日（土）中間市体育文化センター 

         ９：００～  監督会議 

９：３０～  開会式（優勝旗、優勝杯返還・諸注意・諸連絡） 

        １０：００～  男女シングルス ト－ナメント方式 ４回戦まで 

男女シングルス 決勝リーグ 

競技終了後 シングルス表彰式 

 

        第２日目 ５月２９日（土）久留米アリーナ 

         ９：００～  監督会議、公開抽選 

９：３０～  男女ダブルス ト－ナメント方式 ３回戦 

男女ダブルス 決勝リーグ 

                競技終了後 ダブルス表彰式 

ダブルスと並行～ 男女学校対抗 ト－ナメント方式 ２回戦まで 

                （ベスト 8 決定） 



        第３日目 ５月３０日（日）久留米アリーナ 

        ９：３０～  男女学校対抗 トーナメント３回戦 

               決勝（ベスト 4）リーグ 

                競技終了後 閉会式（表彰・その他） 

（参加校の監督は５月２２、２９日  ９：００の監督会議に出席下さい。） 

９ 競技規定 （１）現行の日本卓球ル－ルを適用する。 

       （２）選手は（公財）日本卓球協会発行の２０２１年度ゼッケンを背中につ

けること。また、ベンチ入りする監督については監督章（日本卓球協

会発行の令和 3 年度監督章）を見えやすいところにつけること。 

（３）競技用ユニフォ－ムは（公財）日本卓球協会公認マ－ク（ロゴマ－ク）

のついたものであること。 

（４）男女シングルスのアドバイザ－のベンチ入りについては以下の条件 

で認める。 

     ①アドバイザ－は１名とする。 

     ②アドバイザ－の資格は、大会申込書に記載された当該校の監督、選

手にのみ与える。 

     ③アドバイザ－は試合開始時に選手と共に入場する。ただし、他のコ

ートでアドバイスしていた場合は、試合中にベンチに入ることが

できる。試合途中にコ－トを離れてもよいが、以後はそのコ－トに

復帰できない。 

（５）タイムアウトについては、学校対抗、シングルス、ダブルスの全試合

で適用する。 

10 競技方法 （１）全種目１１本５ゲ－ムスマッチとする。 

       （２）チェンジコートは行わない。 

（３）個人戦（シングルス、ダブルス）は、ト－ナメント方式・決勝リーグ

で行う。 

（４）学校対抗（団体戦）については次の方式及び順序で行う。 

①ト－ナメント方式で３回戦まで行いベスト４を決定する。 

②ベスト４からリーグ戦を行い順位を決定する。 

③試合順序は次のとおりとする。 

     順 序   １   ２   ３   ４   ５ 

     対 戦   Ｓ   Ｓ   Ｄ   Ｓ   Ｓ 

     1 番・2 番のＳ（シングルス）に出場した選手同士で 3 番のＤ（ダ

ブルス）を組むことは出来ない。なお、Ｓ（シングルス）はすべて

異なる選手とする。 

    ④選手登録人数は４名以上８名以内とし、補欠は認めない。ただし外

国籍選手は２名以内とする。 

    ⑤勝敗は 3 試合先取で決する。試合は２台使用で行う事がある。 

（４）審判について 

    ①学校対抗（団体戦）については両校の選手で行う。（相互審判） 



    ②シングルス・ダブルスは敗者審判とする。 

11 引率・監督について 

（１）引率責任者は、団体・個人とも校長の認める当該校の副校長、教頭、 

主幹教諭、指導教諭、教諭、助教諭、実習助手、常勤講師、部活動 

指導員（地方公務員法第 22条の 2に示された者）又は校長とする。 

       （２）監督、コーチ等は、校長の認める指導者とし、それが外部指導者の場合

は傷害・賠償責任保険（スポ－ツ安全保険等）に必ず加入することを条

件とする。 

12 参加資格 

       （１）選手は、学校教育法第１条に規定する高等学校（中等教育学校後期課

程を含む）に在籍する生徒であること。 

       （２）選手は、本連盟加盟校の生徒で、本開催要項により参加の資格を得た

者であること。 

       （３）（公財）日本卓球協会に登録された者（チーム）であること。 

       （４）年齢は、２００２年（平成１４年）４月２以降に生まれた者とする。

ただし、出場は同一競技３回までとし、同一学年での出場は１回限り

とする。 

       （５）チームの編成は、全日制課程・定時制課程・通信生課程の生徒の混成

を認めない。 

       （６）統廃合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる

大会参加を認める。 

       （７）転校・転籍後６ヶ月未満の者の参加は認めない。（外国人留学生もこ

れに準ずる）ただし、一家転住等のやむを得ない事由による場合は、

卓球専門委員会で調査し高体連会長の承認があればこの限りではな

い。 

       （８）参加選手については、健康診断の結果異常が認められない者で、学校

長の参加申し込みを必要とする。 

       （９）その他の事項については、全国高等学校体育連盟・九州高等学校体育

連盟大会開催基準要項の参加資格に準ずる。 

       （10）参加資格の特例 

         ア・上記（１）（２）に定める生徒以外で、（３）～（９）の大会参加資

格を満たし、かつ本連盟が承認した生徒については、別途に定める

規定に従い大会参加を認める。 

         イ・上記（４）のただし書きについては、学年の区分を設けない課程に

在籍する生徒の出場は、同一競技３回限りとする。 

         ウ・学年の区分を設けてある課程に在籍する生徒の出場は、３学年まで

とする。 

13 参加制限  外国人留学生については、男女学校対抗において選手登録は２名以内、試

合出場は１試合につき１名のみ１回とする。 

14 参加申込 



※高体連の参加申込に記載される生徒個人情報について 

   利用目的 ・大会競技プログラムまたは福岡県高等学校体育連盟ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞへの掲載 

        ・参加資格の確認（年齢・転校等） 

        ・競技成績については、学校名、氏名、成績(記録)のみ公表する事とする 

参加申込書の提出により、申込書記載の生徒の個人情報は、上記利用目的に使用す

る旨の承諾を得たものとする。 

  ※参加申込書の提出について 

   ・申込先  各ﾌﾞﾛｯｸ専門委員長（公印のある原本を郵送してください） 

   ・申込期日 ５月２０日（木）まで 

15 参加負担金  団体 1 チーム 5,000 円  個人（シングルス１名） 500 円 

         【後日、県高体連事務局が取りまとめて各学校に徴収】 

16 表  彰   第３位まで表彰する。（団体・個人） 

17 代 表 数   全国大会   団体    男女共１位のみ 

                シングルス 男女共５位まで 

                ダブルス  男女共３位まで 

         九州大会   団体    男女共２位まで 

シングルス 男女共５位まで 

ダブルス  男女共４位まで 

18 試 合 球  （公財）日本卓球協会公認球（４０ｍｍプラスチック球）を使用する。 

19 そ の 他 （１）今大会は無観客試合とする。（大会関係者、出場登録選手以外は入場

できません） 

（２）競技中の疾病・傷害での応急処置は主催者側の負担とするが、その後

の責任は負わない。 

         （３）引率責任者は、選手の行動に対してすべての責任を負うものとする。

選手は高校生の本分を充分自覚して行動すること。 

※問い合わせ先 

    県卓球専門委員長 

       福岡県立鞍手竜徳高等学校 藤村明弘 

             ＴＥＬ：０９４９－２２－０４６６ 


